


















































































































































































アンシラ A は量子ビットからなると仮定する. そのサイズを次のように定義する.
S(α)- 量子ビットの総数 n.
すると,計算素子誤り確率の次の下界を得る[61･
1
48(α)2≦1-F(fa,UcN)2≦DcB(Cα,UcN) (l l)
ここで,S(α)- n･したがって,もし,計算基底がスピンの2-成分で表現されているならば,角運動量の x一成
分を保存する,サイズnの物理的実現は,誤り確率1/(4n2)以内で制御否定計算素子を模倣することはでき
ない･とりわけ,C+T上の任意の物理的実現は誤り確率1/16以内で UcNを実現することはできない･
5.2 ボソン的アンシラ
ここでは, アンシラA は,∬軸方向に右回り偏光で進行するコーヒーレント状態に準備された外部電磁場
で,計算基底と双極子相互作用で結合すると仮定する.
この場合,物理的実現のサイズを
β(α)-2(〟)1/2
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1
48(α)2
と定めると
≦ト F(Ca,UcN)2≦DcB(Ca,UcN)･ (12)
を得る[6]･4S(a)2-16(N)より,この場合,誤り確率の下限は平均光子数の16倍であるという結論が得
られる.
5.3 一般の量子ゲートの誤り確率
基本計算素子の物理的実現に関する上述の制限は,万能計算素子の集合をどのように選んでも免れることが
できないがつぎのことからわかる.つまり,どんな万能計算素子の集合においても,任意のサイズ Sに対し
て,少なくとも一つは,誤り確率1/(ks2)以内で実現できない計算素子が含まれていることを示すことがで
きる 【6]･ここで,kは Sによらない定数である･
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